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優良漁場の水準

道総研 水産研究本部 釧路水産試験場

道産コンブの生産安定化を強化する技術開発

コンブ漁場の管理技術を極める －雑海藻駆除時期・強度の再評価－

背 景

成 果

○駆除期間を延長できたことで、管理するコンブ漁場を広げることができます。
○駆除強度を選ぶ基準が示されたことで、コンブ漁場管理作業の費用対効果の検討が可能となりました。

共同研究機関：中央水産試験場 国立研究開発法人水産研究・教育機構
工業試験場 北方建築総合研究所 （株）寺島商会 昆布森漁協

重点研究

・コンブ漁場には人為的な維持管理として「雑海藻駆除」が必要不可欠。しかし駆除経費の負担も大きい。
・効率的、経済的雑海藻駆除により漁家の経営を改善するため、「駆除時期・強度」の判断基準必要

１ 駆除時期の延長 ２ 駆除強度の再評価

● 雑海藻駆除によりコンブが繁茂する理由は光環境の改善であ
ることを明らかにした。

● 栄養塩は11月から３月まで豊富であることを明らかにした。
● 従来の駆除期間11～１月を３月まで延長可能と分かった。

● これまでの指針では雑海藻残量を200g／m2以下とする必要が
あったが、 250g／m2でも優良漁場レベルのコンブ繁茂（密度
10本/m2以上）が期待できることが分かった。

SKフープ方式による雑海藻
駆除の様子
チェーンのついた円盤を船
上から海底に入れ、油圧で
回転させ雑海藻を削り取る。
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問い合わせ：道総研 釧路水産試験場 電話：0154-23-6221

期待される効果


